
ビジネス⽀援事業部の活動紹介
〜産業界への幅広い普及に向けて〜

HCD がより広く産業界に普及していくための仕組み作りを！

HCDノウハウのスパイラルサイクルを確⽴する（HCDが社会に根付くまで！）

HCDノウハウを
学ぶ

ビジネスに合わせる

HCDノウハウで
成果を出す

⼗分に稼ぐ！

HCDノウハウを
試す

駆使する

HCDノウハウに
興味を持つ
魅了する

HCDノウハウを
知る

知らしめる

求⼼⼒ 遠⼼⼒

仲間を誘い込む
専⾨性を極める

働く場を開拓する
市場を創る

HCD-Net定款 第3条（⽬的）
 この法⼈は、⼀般消費者、流通従事者、

商品・サービス開発および提供従事者等に対して、
商品・サービスのユーザビリティを向上させる⼈間中⼼設計の

講演会、セミナー、調査・研究、コンサルテーション、
評価・分析、設計・開発⽀援等に関する事業を⾏い、

情報化社会の発展、経済活動の活性化、
ゆとりある社会の実現など、広く公益の増進に寄与する

ことを⽬的とする。 

遠⼼⼒

これからの活動

商品⼒

求⼼⼒

業界ごとの
HCD/UXD必
要度 

HCD/UXDと 
ビジネスの関係に 
ついてアスキング 

期待値, 疑問, 不信点 
から情報の整理 

トップ向けセミナー 
企画、実施、できれば 

HCD/UXDの実践 

NPS等の指標で確証
経営層へ 

フィードバック 

経営層向けの議論の紹介
関⼼のある経営層の理解を
得るには経営層の⾒⽅、考え⽅、
思いを知ることから

投資してほしい
認めてほしい
信じてほしい
理解してほしい

ビジネス⽀援事業 アクション全体像

HCDは商品開発における基礎的な必須要件。今後はしっかりと定着期に向かうことが必要。
下記のスパイラルサイクルでいえば、従来の活動が「求⼼⼒」、ビジネス⽀援事業部は「遠⼼⼒」
を⾼める役割を担います。

議論中のアクションプラン
■経営層向け委員会：   
　　JEITAとの意見交換を通じて、経営者層へのインタビューの実現を目指す 
　　賛助会員の経営層へのインタビューの実現を目指す（アンケート作成） 

■中間層向け委員会：テーマは「HCDを普及させる方法」 
　　HCD-Net会員へのインタビュー、アイディアソンにより情報を獲得 
　　HCD実務者で企業従業員、部長職までを対象とする 

■現場向け委員会：プロモーションビデオの制作 
　　企画検討、制作会社の選定 

■関連業界団体向け委員会： 
　　IPA/SEC連携テーマ 
　　　「つながる世界の利用品質の確保に向けて　IoT UX 指針の構築」 
　　　主査：HCD-Net関係者（予定）ほか各業界から参画予定 
　　CCDSユーザビリティWGとの連携テーマ 
　　　「IoT社会における利用品質の指針をセキュリティの観点からレビューの 
　　　実施、事例を収集する」 

■利用品質メトリクス委員会： 
　　１）継続してワークショップを実施し、測定値の収集、評価、基準値を検討 
　　２）ワークショップの研修パッケージ化 
　　３）書籍化（含知財としての対応）、学会(論文)発表 

対象 アクション内容
調査/分析/診断（例）

アクション内容
情報発信（例）

アクション内容
ツール提供（例）

経営層向け委員会 業界別　成功事例の収集 
経営者の考えをアスキング 経営トップ向けセミナーの開催 ネットプロモータースコア 

エンゲージメントスコア 

中間マネジメント層 
向け委員会 

業界別　成功事例の収集 
既存開発プロセスを学ぶ 

HCDと親和性が高い既存開発 
プロセスの存在を知る、伝える 

既存開発プロセスに 
HCD検討項目を盛り込む 

現場向け委員会 業界別　成功事例の収集 
開発現場向きHCDを抽出する 

啓蒙ビデオ活用セミナーの開催 
現場が対応し易いHCDを伝える 啓蒙ビデオ 

開発業界団体向け 
委員会 

関連業界団体の洗い出し 
連携可能性の検討 

IPAへの協業提案 
CCDSへのWG活動提案 

「つながる世界の利用時の品質指
針」 

利用品質メトリクス 
委員会 

3年間のSIG活動状況を基に 
継続した情報収集、分析研究 

3年間のSIG活動の成果アピール 
利用品質メトリクスセミナー等開催 

メトリクス開発ワークショップセッ
ト 

経営層が目を通す雑誌へ
の特集記事掲載を目指す 

経営層への 
インタビューの
実現 

是⾮、ご参加ください


